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国際 ソー シャル ワーク教育年表 に見 る
A.ザ ロモ ンの位置

一比 較 ソー シャル ワーク教育史試論 のたた き台 と して

岡 田 英己子

<要 旨>

A.ザ ロモンとベルリン女子社会事業学校 とは一体化の関係にあるが、それを

他国はどう評価しているのか。合衆国側情報に偏在した国際ソーシャルワーク

教育年表に依拠 して、他国の目線を取 り入れて対処するザロモンの資質と、彼

女が国際通とされる根拠とを、比較考察した。ヨーロッパ大陸型社会事業教育

モデルの提唱者とされるザロモンの国際評価はパリ国際社会事業会議で定着す

るとされるが、内実はそう単純ではない。まず ドイツ女性団体連合が、次いで

国際婦人連合が、彼女の国際評価の下地になるからだ。この間のザロモンの動

きから比較ソーシャルワーク教育史試論のたたき台が見えてくるのだが、本稿

では年表解題の手法で初期社会事業学校の格付けの裏面を概観するに留める。

なお巻末年表は社会福祉史入門教材としても活用できる。
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1.序 一 比較 ソー シャルワー ク教 育史試論 のための年表解

題

1-1.い かなる条件で福祉の職業化が始まるのか一その指標にされる初期社会

事業学校

20世紀を通 して、欧米先進国や 日本では保健医療 ・福祉 ・教育の仕事が、飛

躍的な拡大を遂げた。これら人が人を援助する対人援助の職業集団なくしては、

福祉国家体制は成 り立たなくなっている。 しかし、福祉国家が再編 を余儀な く

される現在、ひとたびは確定 されたかに見えた援助の職業像 もまた揺 らいでい

る。

むろんこうした揺 らぎは一概に否定されるものではない。というのは福祉職

の場合、その職業像の不確実性は、21世 紀の当事者主体の援助論を先取 りする

ものでもあるからだ。不確実の時代 を生きる私達に、顔の見えない連帯を気づ

かせ るのは、援助の関係性に内包される 「社会的なるもの」を介してであり、

その援助論は社会の冠が付 く社会事業の登場を待たねばならなかった。

そもそ もソーシャルワーカーの名称で知られる福祉職は、社会事業 「成立」

期 に登場するのだが、常に 「何が福祉の仕事なのか、他の対人(援 助)サ ービ

スの職業とどう違うのか」の説明が しにくいジレンマを抱えこんできた。保健

医療や教育が援助の目標設定や結果の可視化を進め、一定の専門職性の認知に

「成功」するのとはかな り対照的で、「福祉の仕事」の担い手たちは職業アイデ

ンティティの喪失感に、さいなまれやすかった。

この問題は早 くから関係者には自覚されていた。特に19世紀末/20世紀初頭に

職業化の先鞭を付けるイギリス ・ドイツ ・合衆国の社会事業教育関係者には、

専門職性の付与 こそが緊急の課題と映った。ほどなくこの三ヵ国で社会改良思

想 ・運動の潮流に乗る世代が、自らの博愛事業 ・ボランティア活動を自己否定

する形で、「福祉の仕事」を 「社会的なるもの」の政策理念に押し上げ、有償の

福祉職を創出する筋道を確保する。こうしてほぼ共時的に初期社会事業学校は

登場する。設立者達はおおむね社会事業の 「成立」宣言の論客 とされ、講義用

テキス トの類でも代表的な社会事業 ・教育論 ともてはやされる。さらに社会事
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業学校の養成教育によってこそ、福祉職の専門性 ・専門職性が担保されるとの

主張も、早々と1910年 前後に定着する1。初期社会事業学校の教育が、他校 ・他

国で注目されていく時期である。

ここで双壁をなすのが、 ドイツと合衆国である。博愛事業では他国の追随を

許さないイギリスではあるが、社会事業学校の養成教育に関しては戦前 ヨーロ

ッパではドイツに敵わない。A.ザ ロモン(Salomon,Alice1872-1948)と ベルリ

ン女子社会事業学校(以 下、原則としてベルリン校 と略記)の 存在感の所以で

ある。かくしてナチが政権を掌握するまでは、合衆国とドイッの社会事業学校

が拠点 となって、社会事業 ・教育論の主導権もi握り続ける。両国は大西洋を隔

てて競合 しながら、援助職では後発組みである福祉職の制度的確立 と、専門教

育の重要性を唱和する一群とな り、国際ソーシャルワーク教育の礎を築いてい

く。

1-2.研 究 の 対 象 ・方 法 、手 順

さ て、 職 業 像 の不 確 実性 や 職 業 ア イデ ンテ ィ テ ィ を喪 失 しや す い との認 識 は

ザ ロ モ ン世 代 の 学校 関 係 者 は 共 有 して い たか ら、 社 会 事 業 教 育 の専 門性 を確 立

す る尽 力 は国 内 に と どま らな い。 そ の 最 た る動 きがパ リで 開 催 され る1928年 第1

回 国際 社 会 事 業 会 議 で あ ろ う。 本 稿 で は こ の 国際 会 議 に注 目 して 、 ベ ル リ ン校

が 屈 指 の 名 門校 で あ る か の よ う に格 付 け され る背 景 を探 る2。手 法 は シ ンプ ル で、

一 枚 の年 表 に依 拠 して 、 他 国 で ザ ロモ ンが ーど う評 価 され て い る か を通 して 、 年

表 事 項 の偏 在 や 選 択 基準 を読 み解 い てい く。

ニ ュ ー ヨー ク 、 ロ ン ドン と相 並 ぶ 初 期 社 会 事 業 学 校 と して格 付 け され る ベ ル

リ ン校 。 い か に して 短 期 間 で 名 声 を獲 得 した の か。 また程 な く して看 過 され る

の は、 何 故 な の か 。 そ の 背 景 を ソー シ ャ ル ワ ー ク教 育 史上 で 定説 と され る年 表

事 項 と照 合 しな が ら、 探 って い く。 本 稿 末 尾 に掲 げ る年 表 は 、 ア メ リ カ ・コネ

テ ィ カ ッ ト大 学 ソー シ ャル ワー ク校 のLynneM.Healy著 『国 際 ソー シ ャ ル ワー ク

(lnternationalSocialWork)』 巻 末 資 料 で(Healy[2001]290-293)、 国際 ソ ー シ ャル

ワ ー ク/ソ ー シ ャル ワー カ「 機 関 の基 準 に な る もの 。 ドイ ツ側 の 目線 で 一 読 す

る と一 つ ま り嵩 上 げ の た め の ザ ロモ ンの知 恵 と工 夫 を脳 裏 に お い て 読 み解 く
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ならば 情報に少なからず偏在があることは一目瞭然だ。

以下、まずIIで年表に依拠して、盛 り込まれた英米圏歴史叙述の選択基準や、

ドイツ社会事業教育の記載の正否に関わるザロモンの対処を見てい く。皿では、

一時期はヨーロッパ大陸型社会事業教育モデルとされながらも、それが1930年

代に入ると消失する経緯 をザロモン個人の資質に絞って考察する。ベルリン校

への思い入れと、その格付けに必死であった彼女を冷静に観察すると、虚飾に

蔽われた素顔が浮かび上がる。その一端が、Hと 皿から分かるだろう。

なおヨーロッパで開催される社会事業国際会議は英独仏の三 ヵ国語を慣例で

用いるが、1920年 代末になるとソーシャルワーク専門用語は英語優先 になる

(Myers1Kraus[1932】)。ただし本稿では、ザロモン評伝の記載との兼ね合いもあ

り、原則として社会事業教育 ・社会事業学校 と記す。1920年 代以降の比較ソー

シャルワーク教育史に関しては、文脈に応じてソーシャルワークを用いる。

II.国 際 ソー シャル ワー ク教育年 表の解 題一 ザ ロモ ンの対

処 を例 に して

年 表 に は1899年 、1908年 、1932年 、1937年 に ザ ロ モ ンの名 が 登 場 し、 ベ ル リ

ン校 は1899年 、1908年 、 そ して1932年 に事 項 と して あ る。 む ろ ん2001年 刊 行 の

『国際 ソー シ ャル ワ ー ク』 巻 末 に掲 げ られ る年 表 で あ るか ら、 学 校 に ア イデ ンテ

ィ を重 ね た が るザ ロモ ンの よ うな思 い入 れ は な い はず な の だ が、 年 表 作 成 者 が

用 い る英 語 文 献 の年 代 事 項 に は、 過 去 の学 校 組 織 ・職 能 団体 の 意 向 が投 影 され

て い る3。 こ こ よ り意 図せ ざ る結 果 と して 英 米 圏 情 報 が 、 と りわ け合 衆 国 情 報 が

優 位 に な る。 以 下 で は、 この英 米 圏歴 史叙 述 に偏 在 す る年 表 に、 ドイ ツの ザ ロ

モ ンが 多 出 す る仕 組 み を読 み解 い て い く。

皿一1.英 米圏歴史叙述へのザロモンの対処③一セツルメン ト紹介に込めた意

図

1)セ ッルメントという社会事業 「成立」の指標の読み方

ザロモンの名は計5回登場する。断 トツ多い。ザロモンが国際ソーシャルワー
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ク教育界の第一人者だか らと読んでいい。ただし、記載は戦前に偏る。これは

ナチ期を境にドイツ情報が寸断され、ヨーロッパ大陸型社会事業教育モデルが

忘却されていくことを物語る。

ドイッ社会事業教育に関する事項は、第一次世界大戦前に早 くも2回登場する。

1899年の女性のための1年間の トレーニング ・コースと、1908年 最初の社会事業

学校設立の記載である。

それ以前では、 ヨーロッパは1856年 に慈善国際会議が出て くるが、おおむね

英米の事項が大半 を占める。他の年表で もそうなのだが、必ず登場するのは、

トインビー ・ホールとハル ・ハウス。セッルメン ト事項は、社会事業 「成立」

の指標 とされ、援助論や運動論の起点とされる。欧米社会事業 ・教育論では定

説になっている。邦語文献の欧米情報で もそのように描かれる。 しかし、 ドイ

ッ側から見れば、セツルメントを過剰に出す記述には、なじめない。

これは独語文献で社会事業史を初めて読んだ1970年 代半ばに、ふと疑問に思

った点である。社会事業施設の一類型で しかないセツルメントが、英語文献で

は大々的に取 り上げられるのに、独語文献にはない。なぜなのか、である。以

来、欧米社会事業史を紐解 くたびに、それが想起 された。やや短絡的な設問に

なるが、背景を考えてみる価値は、比較ソーシャルワーク教育史試論なら許さ

れよう。

そもそもセッルメント興隆の背景には、労働力としての移民の同化政策があ

ることは、これまでの研究が指摘 している。初期移民の送 り手イギリスと、受

け手の合衆国が、双方でセツルメントの重要性を唱和する。それを率いるのは、

アングロ ・サクソン系の価値観が支配的なエリー トの一群。イギリスではオッ

クフォー ド・ケンブリッジ大学教員と学生が参加する トインビー ・ホールが、

合衆国では大富豪の娘」.アダムズ(Addams,Jane)と 仲間のエリー ト女性による

ハル ・ハウスが、セツルメントの代表格と目される。目立つといえば、これほ

どの トップ・エ リー ト集団はない。メディアもこぞって 「エリー トの若者がスラ

ムに飛び込み」と感激を表明する。セツルメントを率いる彼1彼女らも、この種

の宣伝を計算に入れて、国内外で拡張を図る。こごこより時代思潮である社会

改良の運動モデルとして、ほどなく英米圏で社会事業が 「成立」 したの説明に
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際しては、誰もが真っ先に取 り上げる指標になる。

むろんセッルメン トが評価に値する活動 をしたことは、疑いの余地はない。

が、それ以上に大富豪の子弟や トップ ・エリー トの若者がセッルメントを認知

させ しめる広報に尽力 し、イギリスと合衆国の双方でその意義を唱和 しあう情

報戦略が、高い評価に繋がっている。合衆国の一代で財を築 く富豪が競い合っ

て、自分の名を冠する美術館や大学冠講座をつ くる時期でもあった。

2)ザ ロモ ンが語 りたか った こ と一 ハ ル ・ハ ウス を引 き合 い に出 す格 付 け戦 略

ザ ロモ ン に話 を切 り替 え よ う。 ザ ロ モ ンに は、 英 米 圏情 報 に い い意 味 で 「洗

脳 」 さ れ、 イ ギ リス 貴 族 の博 愛 事 業 へ の 関 わ りを 高 く評 価 しす ぎる傾 向 が あ っ

た 。 自 伝 で も 英 米 セ ツ ル メ ン ト創 始 者 へ の 憧 れ と 羨 望 を 吐 露 す る

(Salomon[1983]87-95)。 そ の理 由 は イギ リス に比 べ て 当時 の ドイ ッ 貴族 は さ ほ

ど慈 善 ・博 愛 事 業 に熱 心 で は な か っ た と され る。 果 た してそ れ だ け な のか 。

ザ ロ モ ンが 自分 は トイ ン ビー ・ホー ルや ハ ル ・ハ ウス か ら多 大 な影 響 を受 け

た とす る述 懐 に は、 疑 問 が あ る。 彼 女 が 率 先 して立 ち上 げ るベ ル リ ン初 の女 性

労 働 者 ホ ー ム と比 較 させ て の発 言 で あ るか らで 、 「社 会 的援 助(社 会 事 業)活 動

の た め の女 性 グ ル ー プ(Madchen-undFrauen-GruppenfUrsozialeHilfsarbeit)」

(以下 、 グ ル ー プ と略 記)が 母 体 に な る同 ホ ー ム は、 小 規 模 で 、持 続 的 な活 動 で

は な い 。 に も か か わ らず 、 ザ ロ モ ン は英 米 セ ッ ル メ ン トの影 響 を声 高 に語 る 。

「なぜ な の か、 何 のた め に、 そ う した のか 」。

お そ ら く理 由 は 次 の よ うな こ とだ 。 ザ ロモ ン は1909年 の合 衆 国初 訪 問 で 、 シ

カ ゴの ハ ル ・ハ ウス に傾 倒 、 程 な く大 西 洋 を越 え て ア ダ ム ズ と親 交 を結 ぶ。 ア

ダ ムズ の 醸 し出す 雰 囲気 に魅 惑 さ れ 、 ハ ル ・ハ ウ ス を素 晴 ら しい と連 発 す る ザ

ロモ ン。 しか し、 同時 に社 会 事 業 関係 者 に 知 れ渡 っ て い る ハ ル ・ハ ウ ス と、 さ

さや か な 自分 の女 性 労 働 者 ホ ー ム を 同列 に 置 きた が る 。 ど う も動 機 は、1899年

の グ ル ー プ1年 制 コー ス の 位 置 づ け に あ る よ うだ。 ベ ル リ ン校 開校 は1908年 。9

年 の 隔 た りが あ る の に 、 ザ ロ モ ンの 描 く学校 沿 革 史 で は 、1899年 か らベ ル リ ン

校 は始 ま る と強 調 され る。

実 は ザ ロモ ンの 生 涯 を通 観 してみ て近 年 気 づ くの は、 自身 の箔 付 け とベ ル リ
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ン校の格付けは常にリンクしている点だ。ならばザロモ ンは思いつ くだろう。

グループの女性労働者ホームの活動が、ハル ・ハウスと同列と、他者が見なし

て くれる場合の、メリットは計 り知れないと。社会事業学校の開始は1908年 で

はなく、1899年 なのだ4。それは1893年 設立のグループの講習会が母体であるか

ら、ロンドンやニューヨークの学校 と同じく早 くから社会事業専門教育をして

いるのだ云々……。グループをほめそやし、ハル ・ハウスを引き合いに出す語

りから、国際評価を意識するザロモンの本音が聞こえてくる。

一種の自作 自演に近い学校神話なのであるが
、それは国外に速やかに広 まり、

早い段階で日本にまで伝わる。『国際ソーシャルワーク』巻末資料の年表作成で

参照された英語文献のルーツは、国際社会事業会議の英語版会議録のはずで、

第1回、第2回会議録に盛 り込まれる社会事業専門教育/ソ ーシャルワーク教育

情報は、ザロモンの編纂による。初期社会事業学校の御三家のような格付けが

記載されているから、本稿末尾の年表にもそのまま盛 り込まれていくのではな

いか。ロンドンとニューヨークとほぼ同時期に設立され、フェミニス トが率い

る進取の気風に富む学校云々として。本年表の情報ルー トを、1920年 代にまで

遡及して検討 していない段階では、これは推測の域を出ないのであるが……。

1913年 夏 、 ア ダ ム ズ 著 『ハ ル ・ハ ウ ス の20年(TwentyYearsatHull-

House)』 独 語 版 の 刊 行 の た め の 序 文 を 、E.ミ ュ ンス タ ー ベ ル ク(Miinster-

berg,Emil)の 娘 と、 ザ ロモ ンが書 く(Sklar/Schiiler/Strasser[1998]172-174)。 同 年

の秋 か ら暮 れ に か け て の ザ ロモ ン は、1893年 に設 立 さ れ た グ ル ー プ の20周 年 記

念 行 事 に も没 頭 し、 グ ル ー プ の 『社 会 事 業 活 動 の20年(ZwanzigJahreSoziale

Hilfsarbeit)』 を刊 行 す る(Salomon[1913])。 興 味 深 い の は書 名 と年 度 で あ る 。

『ハ ル ・ハ ウス の20年 』 と 『社 会 事 業 活 動 の20年 』(傍 点 筆 者)。 そ っ く りな書

名 。 独 訳 序 文 を 書 く年 度 と、 グル ー プ20年 史 刊 行 時 期 の符 号 。 こ れ は偶 然 だ ろ

うか。

ハ ル ・ハ ウ ス の独 訳 刊 行 は や や 紆 余 曲折 の 末 に実 現 した と され る。 序 文 を書

くの は二 人。 ミュ ンス ター ベ ル クの 娘 とザ ロモ ンで あ る。 が 、 独 語 版 刊 行 の御

膳 立 て を した はず の ミュ ンス ター ベ ル ク 自身 は 、1911年 に亡 くな っ て い る。 刊
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行 経 緯 を知 る証 言 者 は い な いか ら、 以 後 は ザ ロ モ ンの独 り舞 台。1913年 、 グル

ー プ創 設20年 記 念 行 事 を盛 り立 て る に は
、ハ ル ・ハ ウス と同格 に位 置 づ け るの

が 一 番 。 そ の手 っ と り早 い方 法 が 序 文 執 筆 で あ り、 グ ル ー プ20年 史刊 行 で あ っ

た の で は な い か。

青 春 の 思 い 入 れ の あ る グ ル ー プ の記 念 冊 子 の構 想 は、 少 な く と も1911年 に は

脳 裏 に あ っ た はず だ。 ハ ル ・ハ ウ スが グ ル ー プ と酷 似 して い る と、1911年12月

ア ダ ム ズ 宛 書 簡 で 臆 面 も な く書 くの だ か ら(Sklar/Schiiler/Strasser[1998]169-

171)。

後 日談 もあ る。 ハ ル ・ハ ウ ス に グ ル ー プ を重 ね合 わ せ た が る一 方 で 、 グル ー

プが 第1次 世 界 大 戦 か ら ヴ ァ イマ ル期 に急 速 に縮 小 し、 解 体 して い く経 緯 に は、

彼 女 は一 言 もふ れ な い。 グ ル ー プ活 動 の終 結 に関 す る史 資料 は 、 管 見 の 限 りで

は ない 。1913年 、 グ ル ー プ20周 年 記 念 冊子 に は、 ドイ ツ語 圏 全 域 に同種 の 女性

ボ ラ ンテ ィア組 織 を広 め る との 意気 込 み で 、輝 け る未 来 図 を描 き、 グル ー プが

そ の 歴 史 の 先 陣 を切 っ た と豪 語 す る の に、 であ る。

この 辺 の ボ ラ ンテ ィア組 織 を束 ね る言 説戦 略 は、 「母 性 」 言 説 を駆 使 してBDF

フ ェ ミニ ズ ム論 に肩 入 れす る若 き 日の姿 を彷 彿 させ る 。 ア ダム ズ の 名声 を1911

年 に グ ル ー プ に援 用 す る や り口 や 、 グ ル ー プ の 未 来 は 語 れ て も、 そ れ が 縮 少 す

る な らば沈 黙 す るザ ロ モ ン。 こ こか らは 、 原稿 料 を稼 ぐと同 時 に、 経 歴 も輝 か

せ たが る性 癖 が 透 け て見 え る。 国 内 で の 自分 の 仕事 を有 利 にす る には 国 際 評 価

が 大 切 な の だ との思 い は、1911年 暮 れ には す で に脳 裏 にあ り、1913年 に は戦 略

の方 向 は定 まっ て い た と、 思 う5。 だ か らこ そ、 私 財 をは た く形 で 同年 、 ザ ロモ

ンは、 立 派 な 、初 期 社 会 事 業 学校 の御 三家 に相 応 しい校 舎 建 設 を決 意 す る 。

従 来 、 ザ ロ モ ンへ の高 い 国 際評 価 は 、1917年 か ら討 議 に付 され る福 祉 職 国 家

(州)資 格 制 度 を テ コ に し6、1928年 パ リ国際 社 会 事 業 会議 の準 備 過 程 で 参 加 希

望 の各 国 との交 渉 に 当 る こ とで 、 知 名 度 は 一 気 に高 ま る と され て きた 。 この 経

緯 自体 に は筆 者 も異 論 は な い 。 が 、 総 会 講 演 者 選 定 や 分 科 会 課 題 設 定 等 を仕 切

るザ ロ モ ンに は、 ベ ル リ ン校 と 自身 の社 会事 業 ・教 育 論 を売 り込 む 姿 勢 が なお

も付 きま と う。 相 変 わ らず の 自身 の 箔付 け と、 ベ ル リ ン校 の 格 付 け の リ ン クぶ

り。 む ろん 、 この種 の売 り込 み にな く して は、 年 表 に5回 も名 前 が登 場 す る程 の
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国 際 ソー シ ャ ル ワー ク教 育 界 の寵 児 に は な りえな か っ たの で あ るが 。

ここでセツルメント事項についての解題の小括をしておこう。 トインビー ・

ホールやハル ・ハウスは、今後 も動かざる社会事業 「成立」の指標 として、社

会事業史の筆頭事例であ り続けるだろう。だから若きザロモンがそれに共鳴し、

そうあ りたいと願 う気持ちは分か る。 しかし、シカゴの観光名所 にもなるハ

ル ・ハウスと、ささやかなグループの活動。フェミニス トの意気込みは同じで

も、比較対象にはならない組み合わせ。願いを自身のグループの活動に連ね、

ベルリン校創設にも援用し、ハル ・ハウスと同じ軌道にあると説明するには、

かなりの無理があると言わ ざるをえない。事実とは程遠い。ベルリン校が私塾

の域を超える組織になるのは、1911年 か、12年 頃のことであるのだから。ここ

より、 日本社会事業史がともすれば具体的な裏付けなくして、す ぐに欧米モデ

ルと比較させたがる研究手法の問題点も見えてくるように思 う。

皿一2.英 米圏歴史叙述へのザロモ ンの対処⑤一 ドイツ 「植民地主義」の特異

性 とザロモンの国際性の偏 り

世界の社会事業学校成立情報に関しては当代随一の知見を持つと評されるザ

ロモンの、その国際性の偏 りにも、ここで少 し言及 しておこう。

年表には、なぜ、こんなにも早い時期に社会事業学校が設立されるのかと、

疑問に思う国 ・地域がある。主に植民地の重要拠点に、上からの移植される形

で学校が設置されるからと読んでいい。設立を年表から拾うと次のようになる。

1922年北京に トレーニング・コース、1924年 南アフリカのケープタウン大学に

付設で、翌25年 にはチリのサンティアゴでラテン・アメリカ最初の学校が設置

されている。同年、ポーランド自由大学にも設置。1936年 にはインドのボンベ

イと、エジプトのカイロにも学校ができる7。

欧米先進国で社会事業制度化がほぼ定着 した時期 とはいえ、その圏外の国・地

域で1920年 代か ら1930年代にかけて学校が設立されてい く。これは比較ソーシ

ャルワーク教育史試論のたたき台として、格好の素材になる8。とりわけ植民地
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政策の重要拠点に社会事業学校が設立 される意味は大 きい。英語のテキス トが

真っ先に採用されるか らで、英語でのソーシャルワーク専門用語 と情報伝播は

スムーズになる。合衆国で学位論文 を書き、母国の社会事業学校教員 とな り、

ソーシャルワーク系科 目を担 う例 も多かった。講義 ・演習で英語が多用 される

校内の雰囲気。洋行帰 りの社会事業学校教員や現場経験のほとんどない教員が、

1930年 代、40年 代に、母国の貧 しい人々の暮 らしに即 した実習教育にどこまで

取 り組めたのか。調査すべき課題になろう。

つ まり植民地で早期に設立される社会事業学校教育か ら、英米圏情報がグ

ローバル ・ス タンダー トになる背景が読み取れる。 こうしてザロモンが活躍で

きなくなる1933年 以降は、合衆国ソーシャルワーク教育情報だけが世界 を席巻

することになる。

ドイッはこれとは違 う。 ドイツ 「植民地主義」の特異性があるからで、植民

地獲得に遅れをとる ドイツにあっては、ザロモンの目線はヨーロッパ と北アメ

リカにしか向かない。 もしも植民地に女子社会事業学校 をの依頼があれば、彼

女ならば率先して取 り組んだと思うのだが。 しかし、 ドイッは市民女性主導で、

しか も一国性そのものである福祉職国家(州)資 格 を早々と制度化 し、かつ植

民地での活動は宗派系の手に託 されたためか、欧米圏外での学校設置には関与

はしない。少なくとも、ザロモン社会事業 ・教育論には出てこない。

皿.ヨ ー ロ ッパ大 陸型モデ ルを模索 をす るザ ロモ ンー その

国際評価 をめ ぐって

ドイツ社会事業教育モデルが合衆国に匹敵するかのような見せ場づ くりが、

1920年代のザロモンの脳裏にはあったと思う。以下で、年表の国際会議事項 に

即 して解題を行 う。

皿一1.ザ ロモンの国際評価を賞賛と忘却の狭間で考える

1)ザ ロモンへの高い国際評価が出て くる二つの前提条件
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1920年 代 初 頭 にす で にザ ロモ ンロモ ンの名 前 が 国際 的 に知 れ わ た る条 件 は で

きて い た 。 パ リ国 際社 会 事 業 会 議 の 準 備 段 階 で 彼 女 が ドイ ッ ・モ デ ル を提 示 で

きた の は、 以 下 の 条件 が あ っ たか らで あ る 。

一 つ は ドイ ッが ヨー ロ ッパ 大 陸 で は範 を示 す 職 業 教 育 制 度 を整 備 して い た 点

で あ る。 国家(州)に よる 職 業 資 格 認 定 に則 って 、 ベ ル リ ン校 を雛 形 に して福

祉 職 資格 の論 議 を始 め る の が1917年 。 カ リキ ュ ラ ム再 編 も並 行 して行 う。 こ れ

に注 目を寄 せ る外 国 人 は 多 く、 結 果 的 に1920年 代 を通 じてザ ロモ ン社 会 事 業 ・

教 育 論 も過 熱 気 味 に 賞 賛 され る 。 各 国 の 社 会 事 業 関 係 者 は、 ザ ロモ ンを ヴ ァイ

マ ル社 会 国家 建 設 の 一翼 を 担 う福 祉 職 関 連 情 報 の 生 き字 引 と見 なす 。 そ の名 声

は遠 く日本 に も及 び、1920年 代 初 頭 か ら 日本 人 のベ ル リ ン校 見 学 者 が 出 て くる 。

も う一 つ は、 フ ェ ミニ ス トの 国 際 連 帯 の 支 援 で あ る。 この 点 で は、 ドイ ツ女

性 団 体 連 合(BundDeutscherFrauenvereine,BDF)が 、 若 きザ ロモ ンを社 会 政 策

分 野 の看 板 娘 に仕 立 てて くれ た 意 味 は大 きい。 す で に第1次 世 界 大戦 前 に、 そ れ

も2回 も彼 女 の名 前 が 年 表 に登 場 す る の は、 このBDFの 後 押 しな くして は あ りえ

ない 。

そ して こ こか らが 重 要 な の だ が 、 そ れ と快 を 分 か つ1920年 代 で も、 ヨー ロ ッ

パ 大 陸 で 確 た る 地 位 に 就 け た の は 、BDFも 加 盟 し て い た 国 際 女 性 会 議

(lnternationalCouncilofWomen,ICW)の 大 西洋 を越 え る女性 ネ ッ トワ ー クが あ

った か ら だ。BDF保 守 化 に伴 っ て 、ICWと の 亀 裂 は広 が る 一方 で あ った9。 が 、

ICW会 長 の1.ア ヴ ァデ ィー ン(Aberdeen,Isabel)の 右 腕 と誰 もが認 め るザ ロモ ン

の 際 立 つ 実 務 能 力 は、 新 た な 国 際 舞 台 で も発揮 され る。BDF脱 会 後 は ヴ ァ イマ

ル社 会 国 家 の 社 会 事 業 ・教 育 論 の論 客 と して 、 あ る い は 国 際 平和 の 象 徴 的 存 在

と して 、 「ドイ ッ の ジ ェ ー ン ・ア ダ ム ズ」 と絶 賛 され る まで に な る 。 合 衆 国 側 か

ら発 す る こ の賛 辞 に、 「私 な んて 」 と謙 虚 な姿 勢 を見 せ るザ ロモ ン。 が 、 嬉 しさ

を隠 しは し ない 。 だ か ら こ こ で も疑 問 が付 き ま と う。 あ る 日、 突 然 に 、 合 衆 国

側 が そ う絶 賛 す る の か と。1911年 暮 れ に ア ダ ム ズ 宛 て 私 信 で 、 グ ル ー プ は ハ

ル ・ハ ウス と似 て い る と臆 面 も な く書 くザ ロ モ ンの過 去 を 知 る な らば 、合 衆 国

メ デ ィア にそ う言 わ せ しめ る下 準 備 は して い た可 能性 は捨 て 切 れ な い 。 『ハ ル ・

ハ ウ ス の20年 』 独 語 版 刊 行 と、 グ ル ー プ の 『社 会 事 業 活 動 の20年 』 とを提 示 し
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て、「似た歴史性を持つわ」とメディアに売 り込んでいたかもしれない。その検

証は今後の課題になるが、以下では彼女の国際評価の真偽が分かる例を、一つ

だけ出してみよう。

2)国 際 通 とさ れ るザ ロモ ンの語 学 力

ザ ロ モ ン は英 独 仏 の 三 ヵ国 語 に 秀 で て い た と され る。 元 秘 書 の ペ イ ゼ ァー

(Peyser,Dora)は1958年 伝 記 で そ う証 言 し、書 き残 す 。 時 には 通 訳 も買 って 出

る く らい に巧 み だ っ た と。

ペ イゼ ァー は 以 下 の よ う に記 す(Peyser[1958]104)。

1928年 パ リ国 際社 会 事 業 会 議 で は、 「『会 議 の初 心 者 達 』 の 中 に は、 国 際 会 議

で必 要 と され る技 術 に 欠 け る人 が 多 か った 。 と りわ け、 言 葉 に苦 労 し、 通 訳 の

助 け を か りね ば な らな か った 。 だ が 、 ザ ロモ ン はICWで の 長 年 の 経験 か ら、 国

際 会 議 に必 要 な技 術 に 長 け て い た 」 と し、 さ ら にペ イゼ ァー は具 体 的 な例 を出

す 。 「そ れ は ソー シ ャ ル ワ ー ク教 育 を扱 う第2部 門の 午 後 の 分 科 会 で 生 じた 出 来

事 で あ っ た 。 突然 、若 い フ ラ ンス 人 通 訳 が 、 緊 張 しす ぎて 通 訳 を続 け る こ とが

で きな くな り、頭 をか か え て 泣 き じ ゃ くった 。 講 演 は とて も ダ ラ ダ ラ と した も

の で あ っ た 。 講演 者 は 通訳 の こ と なぞ お か まい な し に、 話 を続 け る。何 度 も 同

じ よ うな こ と を繰 り返 して い た 。 ザ ロモ ン は、 そ の 聞、 幹 部 席 で 誰 か と さ さや

き声 で話 して い た 。 あ た か も彼 女 は 少 し も講 演 を聞 き入 って い ない か の よ う に

見 え た 。 だが 、 そ の 長 った ら しい 講 演 が 終 わ っ た 時 、 ザ ロ モ ンは 立 ち 上 が り、

ま と ま りの悪 い 内容 を、 手 短 に要 約 して 通 訳 した 。 そ の 際 、 彼 女 は、 講 演 者 に

『本 当 に あ な た は そ う お っ し ゃ っ た の で す ね 』 と 優 し く 問 い た だ し

(Peyser[1958】104)、 そ の 同 意 を確 か め て い た。3ヵ 国語 を 自由 に使 い こ なす こ

とが で きた ザ ロモ ンは(傍 点 は筆 者)、 す ば ら しい通 訳 の技 術 を示 す こ とが で き

た ので あ る」 と(Peyser[1958]104)。 軋

こ れ は眉 唾 だ 。 国 際会 議 に慣 れ て い た し、この パ リ会 議 で は事前 に講 演 者 の報

告 書 を入 手 して い た か らで きた 芸 当 で あ った 。 ソー シ ャル ワー ク教 育 分 野 の 報

告 は、 今 で もそ うだ が、 ま と ま りの な い 内容 も結 構 あ るか ら、ま と もに逐 語 訳 的

に通 訳 す る の が 難 しい場 合 もあ る。 逆 に、 ザ ロモ ンの よ う に前 も って 報 告 書 に
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眼を通すことができ、当該講演者の話し方の癖 も知っている場合は、「ああ、あ

の人はいつもだらだらと話すから」程度で、適当に要約ができたはずだ。

これはザロモンの語学力の高さの証明にはならない。卑近な言い方をすれば、

秘書の前で格好をつけたに過 ぎない。この辺の演技力も、国際舞台での生き残

り方といえよう。

ここよりニューヨーク社会事業学校の講義の中断も、その語学力が連続講義

には適 していなかったからではないかと、推測されうる10。というのは当時の

ヨーロッパ大陸のソーシャルワーク関連の国際会議で使用 される英語は高水準

ではない。参加者の英語の語彙数は少ない。ザロモ ンが1920年 代、北欧フェミ

ニス トとの交流が多いのも、この点で肯ける。独語に堪能な人が多かったし、

おおむね分か りやすい英語で情報交換ができるからである。

国際会議に出かけてい く時期、1904年 以降でも 「私の英語は当時はまだひど

くて」 と述懐する くらいだ(Salomon[1983]70)。 当時の年長の女性には、通訳

として修得 した語学を駆使できる場はほとんどなかったか ら、傍 目にはザロモ

ンの英語力でも完壁に見えた可能性が強い。

つまり国際通 といっても、語学力が伴っていたわけではない。ここに競争相手

が少ない時代のザロモンへの高すぎる評価の一例を見る。驕慢さやほめそや し

に、ザロモンといえども慣れてしまう怖さもあった。

皿 一2.比 較 ソ ー シ ャル ワ ー ク教 育 史 試論 の た た き台 にな る初 期 社 会 事 業 学 校 と

国 際社 会 事 業 会 議

なぜ 、社 会事 業 教 育 の ヨー ロ ッパ 化 を 目ざ して い た はず の ドイ ツが 、1920年

代 まで は ア メ リ カ ・ソ ー シ ャル ワー ク教 育 とほ ぼ 互 角 で あ った はず の ドイ ツが 、

か く も看 過 され て い るの か 。 こ の 間 に一 体 、 何 が あ っ た の か。 こ れ もザ ロ モ ン

個 人 の 資 質 か ら見 て い くこ とに しよ う。

1)屈 指の名門校とされるベルリン女子社会事業学校の内実一初期社会事業学校

情報の加工

ヨーロッパ大陸が1920年 代にソーシャルワーク教育を模索する際は、ザロモ
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ンとその拠点校ベルリン校がモデルになる。その位置づけはほぼ正しい。学校

沿革史や紹介冊子の類には、そう盛 り込まれるのだから。同じく、ザロモン社

会事業 ・教育論も高く評されている。これも間違ってはいない。20世 紀初頭か

ら1920年 代にかけて刊行される英語 ・独語文献を概観しても、量で群を抜 くの

はザロモンなのだから。1933年 に公職活動を禁止されるまでの30数 ヵ年に及ぶ

執筆活動の長さも、欧米社会事業界では先例がない。しかし、全てを鵜呑みに

していいのか。そもそも、何を根拠に名門校 との国際的な格付けが定まるのか。

同時期の国内外の他校に比べて、ベルリン校は格段優れた点があったのか。あ

るとすれば、それは何なのか。

年表でザロモン関連事項が突出して多い点と、ベルリン校の実態とを比較照

合させ、問い詰めてい くと、幾つもの疑問が浮上する。学校は発足時はかなり

脆弱体質で、常勤教員もザロモンー人の時期が長い。ベルリン市が教員給与を

引き受けるまでは、ザロモンは乏 しい私財と原稿料を幾度 となくつぎ込む。私

塾に近いのだ。

それなにの早々とドイツ語圏屈指の名門校 と評されるのはなぜか。ザロモン

の資質に限定 して考察すると、次の二点に行き着 く。

一点目は国際的な入脈に恵まれる点である。ザロモンは1920年 代、 ヨーロッ

パ大陸型といえる職業教育 一雇用の連結モデルを提唱していく。穏健派フェミ

ニズム論の若き論客として頭角を現す彼女は、ベルリン校の開設にこぎつける

翌年、1909年 にICW書 記に抜擢され、実質は事務局長 として各国組織を束ねて

い く(Salomon[1983]112)。 秘書がいるとはいえ、煩雑な手紙のやり取 り、訪

問客の接待、会議録の整理等々、人が嫌がる雑用を淡々とこなすのがザロモン

であった。その際立つ実務能力はICW中 枢の人脈掌握に生かされ、 まずイギリ

ス とカナダで、次いで北欧で、フェミニス トと親交を結ぶ。そ して彼女 らが

1920年代から1937年 までのヨーロッパ大陸でのザロモンの仕事 を脇から支えて

いく11。

つまりザロモンが1920年 代に、国際ソーシャルワーク教育界で高い評価を受

けるのは、近隣小国のICWの 人脈が、新生ヴァイマル会国家に民主主義と平和

の夢を託し、二度と戦争はした くないとの、願いと無縁ではなさそうだ。
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二点目は、ザロモン自身がその著作で初期社会事業学校の専門教育に関して、

情報操作を施 した可能性である。セッルメント情報とグループを重ね合わせる

戦略と同様に、後からザロモンが自作 にベルリン校はヨーロッパ屈指のと書き

入れ、繰 り返 していくのではないか。ザロモンが国際舞台で披露する演技力は

なかなかの もの。英独仏の三 ヵ国語を自在に操ると見なされ、国際会議開催の

煩雑な事務局長役を積極的に買って出る。外国社会事業学校情報への関心 も異

様に早 く、20世 紀初頭か ら論稿を練る。つまり初期社会事業学校の各国比較や

成立経緯は、ザロモンが先鞭を付けるといっても過言ではない。

こうしたザロモンの初期社会事業学校情報を加工 して伝達させることもでき

る特異な位置と、何よりもその時々の国際会議で自分の学校を巧みに売 り込め

る資質とが相 まって、ヨーロッパ大陸型社会事業教育モデルの提示は彼女が最
篭

適との評価が不動のものになってい く。

2)ソ ー シ ャ ル ワー ク 教 育 の ヨー ロ ッパ 化 の 可 能性 一 パ リと フ ラ ン ク フル ト会 議

の意 味

ドイ ツ は1920年 代 まで は ア メ リ カ ・ソー シ ャ ル ワ ー ク教 育 と ほ ぼ互 角 に 見 え

た 。 第1次 世 界 大 戦前 な らば と もか く、20年 代 末 で もそ う見 える の は、 や は りザ

ロモ ンの 手 腕 で あ る。 合 衆 国 ソ ー シ ャ ル ワ ー ク 関連 情 報 の収 集 も1920年 代 初 頭

か ら再 開 し、 大 戦 に よる ドイ ツ の遅 れ を取 り戻 すべ く尽 力 す る。

しか し、 他 方 で は別 の 方 向 も重 視 す る。 ヨー ロ ッパ の伝 統 的 な 職業 教 育 制 度

をふ まえつ つ 、 福 祉 職 国 家(州)資 格 雇用 を連結 させ る教 育 モ デ ル を熱 心 に提

唱 す る か らだ 。 これ が ソー シ ャ ル ワ ー ク教 育 の ヨー ロ ッパ 化 の雛 形 に な る。 そ

の た め に1928年 にパ リで 国 際社 会 事 業 会 議(InternationalConferenceofSocial

Work/lnternationalConferenceofSocialWork;1967年 にInternationalCouncilof

SocialWelfare,ICSW)を 開 催 、 翌1929年 には ベ ル リ ンで 国 際社 会 事 業 学 校 連 盟

(InternationaleVereinigungderSozialausbildungsstaten;現 在 のInternational

AssociationofSchoolsofSocialWorkIASSW)を 結成 す る のが 、 ザ ロモ ンそ の人

で あ っ た 。
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ヨーロッパ大陸では、1933年 まで ドイツ ・モデルがアメリカを凌いでいた。

学校数でも1920年 代初頭 までは、アメリカとほぼ互角であった。張子の虎に近

い実態がベルリン校にはあるとはいえ、これは初期社会事業学校格付けの成功

を意味する。彼女はまた1920年 代半ばに、合衆国カリキュラムの新動向を見越

して、 ヨーロッパ文化圏に即 した社会的公正を目ざす援助論科目を教育の柱に

する構想も打ち出す。そのために各国教育情報を誰よりも早 く、熱心に収集し、

年表にも記 されているが1929年 、10ヵ 国の社会事業学校代表をベルリン校に参

集 させる。各国社会事業学校が一堂に会し、カリキュラムや職業像の共通認識

づ くりをする最初の討論の場になった。その課題は、戦後国連による世界のソ

ーシャルワーク教育調査に引き継がれる。

しかし、こうしたザロモンの結集の呼びかけにもかかわらず、ソーシャルワ
の

一ク教育のヨーロッパ化の牽引力であるドイツの主導権は、この時期を境に失

われていく。1932年 の第2回大会はフランクフル トで開催されるが、経済不況は

合衆国からの参加を激減させる。これはザロモンが仕切る最後の国際会議であ

り、ある意味ではヨーロッパ大陸型教育の最後のモデル提示の場にもなった12。

アメリカ ・ソーシャルワーク論の自己決定を尊重 し、個の自己責任を重んじ

る援助技法中心の方法論とは異なるもう一つの選択肢が、すなわち社会的公正

を重視する援助論が1920年 代後半にヨーロッパで模索され、ザロモンもその方

向を目ざしていたことは事実であろう。後に亡命するザロモンは、ニューヨー

ク社会事業学校で講義を担当するが、受講生からの相次 ぐクレームで教壇を降

りる。その理由の一つに、合衆国とヨーロッパ大陸の援助論を支える福祉思想

の違いを挙げることができるだろう。

IV.ま とめ にか えて

以上、合衆国側情報に偏在する年表からザロモンの位置を読み直 してみた。

年表解題をする形の論稿であり、社会福祉史教材の研究メモに近いのだが、他

国の目線 を意識するザロモンを捉えた点では、幾つかの発見はあっただろう。

ドイツ福祉職創出を担 うとの決意を固めるザロモンの位置を、比較ソーシャル
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ワー ク教 育 史 上 に引 き寄せ て い くと、 次 の 二 点 が確 認 で きる。

一 つ は 、 この 新 興 の 職 業 が 、 そ の職 業 像 の不 確 実 性 や 、 職業 ア イ デ ンテ ィテ

ィの曖 昧 さに もか か わ らず 、 否 、 そ れ だ か らこ そ ザ ロ モ ンに よ っ て(準)公 務

員 型 福 祉 職 が ヨー ロ ッパ 大 陸 型 社 会 事 業 教 育 モ デ ル に も リ ンク させ られ る 点 で

あ り、 他 方 で は そ れ が ヨー ロ ッパ 大 陸 の社 会 事 業 学 校 に影 響 を及 ぼす に もか か

わ らず 、 あ る 時期 を境 に急 速 に看 過 され る点 で あ る。 後 者 は ナチ 期 に公 職 追 放

云 々の 従 来 の説 明 だ け で は 読 み解 け ない だ ろ う。 か な り早 い 時 期 にザ ロ モン の

学 校 構 想 に は、 ベ ル リ ン校 を ロ ン ドンや ニ ュー ヨー クの 初 期 社 会 事 業 学 校 に 匹

敵 させ ん とす る決 意 が 入 っ て い た 。他 国へ の 売 り込 み も上 手 か った 。 こ う した

お 手 盛 りで 経 歴 を飾 る性 癖 な く して 、 ベ ル リ ン校 の 名声 が 、 ヨー ロ ッパ 大 陸 の

み な らず 、 合 衆 国 や 日本 に も伝 わ る こ とは な か っ た だ ろ う。 た と えザ ロモ ン個

人 の 資 質 に 、 あ くな き権 力 欲 は な い と して も、 そ の社 会 事 業 ・教 育 論 に も、

BDFフ ェ ミニ ズ ム論 と似 た ポ リテ ィク ス が入 り混 じって い た点 は看 過 で きな い 。

こ れ を ふ まえ れ ば 、 ザ ロモ ンが1933年 に公 職 追放 され て か らは 、 各 国 の知 己

か らの 依 頼 で ソー シ ャ ル ワー ク教 育 国 際 調 査 の仕 事 を進 め(Salomon[1937])、

ス イ ス滞 在 な どの厚 遇 を受 け 続 け る背 景 も分 か る し、 同時 に亡 命 後 に合 衆 国 ソ

ー シ ャ ル ワ ー ク教 育界 が 冷 遇 す る経 緯 も理 解 で き る
。 ち なみ に、1937年 のザ ロ

モ ン著 『ソー シ ャル ワー ク教 育一 国 際調 査 に基 づ く社 会 学 的 解 釈(Educationof

SocialWork:ASociologicalInterpretationBasedonanInternationalSurvey)』 調 査 は 、

年 表 の1950年 と1955年 に記 され た 国 連 ソー シ ャ ル ワ ー ク教 育 調 査 の基 礎 資 料 に

な る もの で あ る。 これ はザ ロモ ン社 会 事 業 ・教 育 論 の着 眼点 の良 さ を物 語 る。

た だ し、 本 稿 で はザ ロ モ ン社 会 事 業 ・教 育 論 には 立 ち入 らず この 間 の 推 移 を

年 表 か ら概 観 した もの にす ぎな い 。本 格 的 な 比 較 ソー シ ャル ワー ク教 育 史 に取

り組 む に は、 合 衆 国や イ ギ リス で、 ザ ロ モ ン他 の ドイ ツ語 圏 関 係 者 が何 を見 聞

し、 誰 と交 流 した の か の 調 査 が 不 可 欠 で あ る し、 当 然 の こ とな が らベ ル リ ン校

を ドイ ツ語 圏以 外 の 国 が どの 程 度 に モ デ ル に し た の か も課 題 に な ろ う13。 だ か

ら この程 度 の 年 表 解 題 で も っ て、 冒頭 の 「い か な る 条件 で福 祉 の 職業 化 が 始 ま

っ た のか 」 の 解 明 が で きる な ど と は、 と うて い思 わ ない 。

そ れ で も比 較 ソー シ ャル ワー ク教 育 史 あ ま と もな著 作 が な い現 状 で は 、社 会
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的公正を基軸にする福祉職のヨーロッパ大陸型教育モデルの歴史性を知る道標

にはなるし、英米圏情報を鵜呑みにするリスクも回避されよう。

本稿が比較ソーシャルワーク教育史試論に該当すると思うのは、定説 とされ

る事項を疑い、他国の目線を持つことで初めて気付 く、そういう年表解読の仕

方なのである。

(註)

1)こ の共 時性 は博愛事業 が築 く大西洋 を超 える情報 共有に よる。本稿 との関連で は国

際 ソー シャルワー ク教 育史(例 えばKniephoff-Knebel[2006])と 、 フェ ミニズ ム史

(Sklar/Schiiler/Strasser[1998])で素材 になる資料解題的 な成果が刊行済 み。

2)ザ ロモ ンの采 配が ここで は際立つ 。1920年 代 半 ば にパ リ会議 開催 の準 備 に入 り、

1932年 第2回 大 会 はフラ ンクフル トで開催。 これ につ いては彼女が事務 局長的 なポ

ジシ ョンで 開催準備 をす る第1回(lnternationaleKonferenz,Paris1928[1928】)、 第2回

国 際社 会事 業会 議録 ・報 告冊 子 が詳細 な情 報 を提 供(InternationaleKonferenz,

Frankfurtl932[1933])。1933年 ナチ政権 下で彼女が 国内外 の要職 を外 され るまでは、

中欧・東欧 の社 会事業学校 を束ね る中心者 と して、同会議 を資格制 度化や社会事 業

学校教 育の各 国情 報交換 の場 と した。 第3回 大 会 は非公式 参加の形 にな るが、 国際

評価 は反ナチ派 に よって逆 に高 まる(IntemationaleKonferenz,Londonl936[1938])。

3)欧 米社会事業 ・教育論の主流 と目され る論者 は、学校制度拡 充 と呼応す る形 で活躍

す る。 これ は世俗 化の潮 流の 中で の息の長 い慈 善論 の論拠 づ くりとは異 なる位 相。

ザ ロモ ンのベ ル リン校 の 自作 自演 的 な格 付 け に関す る大 要 は、指 摘 済み(岡 田

[2001];Okada[2008]他)。

4)本 稿 では扱 わないが、1899年 の1年 制 コースをザロモ ンがベル リン校の出発点 と見 な

す 見解 には疑 義 もあ る。ベル リン校設立前の1905年 に、 ハノーヴ ァーでプ ロテス タ

ン ト系 女子社会事業学校 が開設 され るか らで、高額な授業料や初期 は良家の子女の

入学が 目立つ点 はベ ル リン校 と似てい るのだが、 ロー カル ・レベ ルでの福祉 職養成

に徹 した学校。初期 ベル リン校卒業生の現場 回避 とはやや対照 的な学校 づ く り。 フ

ェ ミニズム論 よ りも、隣人愛 に基づ く実践が重視 された(Reagin[1995]112-ll7)。

5)ザ ロモ ンの文章 は論理 的で、明晰。感情 的な表 出は稀 である。若 き 日のフェ ミニ ズ

ム関係 の論 稿はBDFの フ ェ ミニ ン系権力 に気 遣 うためか、「母性」 言説の ポ リテ ィ

クスが充満す るが 、 さらっ と書 くスタイルで もあ る。加 えて組織 の中で生 きる実務

派官僚 タイプであるか ら、ザ ロモ ンの真 意を読み解 くには、 その時々の仕事 と人 間

関係か ら検討す る手順が不可欠 になる。 こ こよ りヴァイマ ル期 に 「ドイツの ジェー

ン ・アダムズ」 と賞賛 され るに先立 って、事前の根 回を している可能性 も考 えられ
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るが検証はで きていない。た だ1911年 か らのハ ル ・ハ ウスの独訳刊 行準備で、 ア ダ

ムズに過剰 にア イデ ンティテ ィを重 ねる姿勢 は読み取 れる。

6)1917年 、福祉 職の国家(州)資 格制度 に乗 り出す。「職業教育の場の設立で もって職

業基準 の発展が決定 的に まで推進 され る事態 は、他の職業 にはない」 と言い切 るザ

ロモ ン(Salomon[1917]263)。 「職業教育の場」 たるベル リン校 を 「職業基準の発展」

と 「推 進」モ デル と して(傍 点筆者)、 資格 制度 と一体 化 させ る戦 略で ある。 職業

像の不確実性 を払拭 させ るべ く、官僚 を説 き伏せ てみせる との静か なる決意 が読み

取れ る。

7)南 ア フリカや イン ドは当然のこ となが ら、社会事業段階 に到達 は してはいない。註1

とは位 相が異 なる。これは社会事業 を 「成 立」 させ る条件が整 っていない時期 で も、

植 民地では欧米流の職業化が前倒 し的に生 じやすい ことを物語 る事例 になる。

8)東 ア ジアやアフ リカで近代 慈善事業が 移植 され る前 史があ り、 イギ リスや フラ ンス

が 、次いで合衆国が 、現 地の養成教育 を主 導す る。植民地 での欧米式養成教育 に関

しては、慈 善史か らの着手はあ るが、社 会事業 史ではまだ注 目されていない。

9)ICWフ ェ ミニ ス トの国際 ネ ッ トワー クを生 かす形でのザ ロモ ンの教育構想 が、 どの

ように ヨーロ ッパ大陸諸 国が主導す る国際社 会事 業会議開催 に繋が るのかについ て

は、ザ ロモ ン研 究で は未着手 の まま。ICW会 議 では社 会政策 ・社会事業 関連の分科

会テーマや議論 は多いの に意外 なほ ど成果はな く、概括書のICW通 史(lnternational

CouncilofWomen[1966])と 、類似 国際女性組織 との比較研究 に記 されて いる程度

(Rupp[1997])o

lO)ニ ュー ヨーク社 会事業学校の講義 中断の理 由は幾つ かあろ うが、例 えば、語学力 以

外 には福祉哲学 的な講義 に馴染 んでいない学生 との 問で 、齪酷 があ ったので はない

か。 翻訳語の表記 は同 じで も、歴 史的文 脈の中で生成す る言葉 づかい につ いて、 と

りわけ文化 を背負 う職 業倫 理や社会的公正 についての内容 を、哲学 的素養 に欠 ける

ニュー ヨー ク社会事業学校 の学生 に伝達す るのは難 しか った。 国際会議では十分通

用す る語学 力 を持つザ ロモ ンであ って も、 である。 また精神分析 に依存 する臨床 ソ

ー シャルワー クに傾倒す る学 生が多 く
、かつ ニュー ヨー ク市 に目立 つ ドイ ツ系市民

のナチ支持者へ のアメ リカ市 民の嫌悪感が膨 らんで いた時期 である。無一文 に近 く、

老いの 目立つユ ダヤ女性の講義 に魅 力は感 じとれなかったので はないか。 こ うした

二重三重の偏見 もザ ロモ ン講義 の中断に繋がる と推測 され る。

lI)国 際通 とする先行研 究はあ るが(Sklar/Schiiler/Strasser[1998];Schiiler[2004])、 ザロ

モ ン個人の資 質を査定 はしていない。1909年 か ら1919年 まで のBDFとICWと の蜜月

時代 は、実質ザ ロモ ンが仕切 る。1920年 、BDF脱 会以 降のザ ロモ ンは、ICWの 支i援

を受 ける。国際 ソーシ ャル ワー ク教育 の ヨー ロッパの代表 と 目され る背後 には、 フ

ェ ミニス トの何 たるかが問われ る集 団性 暴行事件 をめ ぐるBDFス キ ャンダル も絡 ん
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でい たようで、 これに抗議す る形 でICWが ザ ロモ ンに肩入 れをす るか らであ る。特

に近隣小国 のフェ ミニス トの支援が 、ザ ロモ ンに国際社会での仕事 を提供 し続 ける。

1919/20年 のザ ロモ ンとICWの 関係強化 の経緯 は今 後の研 究課 題。

12)ヨ ーロ ッパでは1920年 代末 か ら英独仏の三 ヶ国語 を国際会議公用語 として きた伝統

の垣根 を下 ろすかの ように、英語 に よる ソー シャルワーク関連用語の表記統一 の方

向性 も出 され る。 ララ ンク フル トで 開催 され た第2回 国際社 会事業会議 が、移行実

験の場 となる。国際 ソーシャルワー ク教育で、英語優先 の専 門用語表記の会議録 ・

報告が共 通言語に なる始期 は、1932年 。その成果 は独 英 ・英独 ソー シャルワーク専

門用語辞典 の刊行(Myers1Kraus[1932])。

13)「 母性」 言説の 国 ドイ ツにあって、ザ ロモ ンは福祉の 職業化の打 開策を福祉職 国家

(ナト1)資格制 度 と女性 公務員雇用 拡大 に求 める(岡 田[2009]他)。 ザ ロモ ンは早 い段

階でBDF国 際ネ ッ トワー クの後 ろ盾 も見込 んで、ベ ル リン校 を拠点 にす る ヨー ロッ

パ大 陸型社会事業教育 モデル を構想 し、準備 を進め る。BDF上 部組織 のICWと の関

係づ くりが、BDF国 際 ネ ッ トワー クの最 たるものであるのだが、本年表 にはこの記

載 は1909年 を除けばない。 ソー シャルワーク教育が女性 史1ジェ ンダー史の知見 を看

過 して きたか らで あろ う。
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A Milestones in the International History of Social Work Around the World

: Healy, Lynne M.(2001) International Social Work. New York, 290-293.

1856 

1861 

1869 

1873 

1877 

1884 

1889 

1895 

1898 

1899

1903

 European International Conference on Charity and Welfare initiated1. 

 International Red Cross founded in Switzerland2. 

 Charity Organization Society founded in London. 

 Octavia Hill conducts first training programs for social workers in England. 

 Charity Organization Society begins in Buffalo, New York. 

 Toynbee Hall opens in London3. 

 Hull House opens in Chicago.

First paid employed social worker, Mary Stewart, is hired by the Royal Free 

Hospital in London. 

A 6-week summer training course for social workers in held in New York. 

The first school of social work in the world is onened in Amsterdam. The

Institute for Social Work Training offered a full 2-year course, including field-

work. 

A training course for voune women interested in social work is organized in

Germany by Alice Salomon4.

The School of Sociology, a 2-year social work course, grows out of the London 

Charity Organization Society trainings.



1904

1908 

1909

1915

1917

1919

1921

1922

1924

23

The New York School of Philanthropy is founded (later to become the Columbia 

University School of Social Work). 

First school of social work in Germany is founded  by Alice Salomon.

Social workers from several countries meet at the International Congress of

Women in Canada5. 

Jane Addams attends the Women's Peace Conference at The Hague and then 

travels to Berlin to meet with the german chancellor in an attempt to convince 

him to end World War I hostilities. Other delegates travel to other capitals 

involved in the war of nations. 

Social Diagnosis by Mary Richmond is published. The book has a significant 

impact on the professionalization of social work in Europe as well as the 

United States. 

.........1920`QrW± I) — ̂  -\' )1, '7 — 9 VA F .................. 

Save the Children Fund is founded by Eglantyne Jebb in England. 

The International Labor Organization (ILO) is founded under the auspices of the 

League of Nations. It is the oldest of the UN specialized agencies. 

International Migration Service is founded with headquarters in Geneva and New 

York. It is later renamed International Social Service. 

Ida Pruitt begins medical social work services in a hospital in Beijing, China. 

Social work training is started in a new sociology department at Yanjing 

University in Beijing, with the assistance of Princeton University. 

The Declaration on the Rights of the Child, authored by Eglantyne Jebb, is adopt-

ed by the League of Nations. 

The first school of social work in Africa is opened at University of Cape Town in 

South Africa.



24

1925

1926

1928

1929

1931

1932

1936

1937

1938
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The first school of social work in Latin America is opened in Santiago, Chile. 

The Training School for Social Work is founded at the Free University of Poland 

in Warsaw by Madame Helene Radlinska. 

Nagpada Neighborhood House, a settlement house, is opened in Bombay, India, 

by Dr. Clifford Manshardt. 

The First International Conference of Social Work is held in Paris.

The International Conference of Social Work (ICSW) and the International 

Permanent Secretariat of Social Workers, predecessor to the IFSW, are 

founded.

The International Association of Schools of Social Work is formed with 46

member schools in 10 countries (although it originated through the 1928 confer-

ence). 

Jane Addams is awarded the Nobel Peace Prize. 

Alice Salomon is awarded the Silver Medal for Merit to the State by the Prussian 

Cabinet, and the School she founded is named the Alice Salomon School of

Social Work.

The Tata Institute of Social Sciences is founded in Bombay, the 

social work in India. 

Egypt opens its first school of social work in Cairo. 

The first International Survey of Social Work Education is i

first school of

ublished. The

survey is conducted by Alice Salomon and funded by the Russell Sage

Foundation6. 

Alice Salomon, stripped of all honors and her name removed from the school of 

social work is expelled from Germany by the Gestapo and begins life in exile in 

New York7.

The Moyne Commission, set up as a result of unrest in Jamaica, leads to expan-

sion of social welfare and community development in the then British West



1939

1939-46

1941

1943

1944-47

1945

1946 

1948 

1950

1952

1955 

1958
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Indies. 

The first technical assistance program of the U.S. government brings social work 

educators from Latin America to the United States for training. 

All international meetings of social workers are suspended, including; the 4th 

International Conference planned for 1940. 

The Jan H. Hofmeyr School of Social Work is established in South Africa,the 

first school of social work for South African nonwhites. 

United Nations Relief and Rehabilitation Administration (UNRRA) is founded by 

44 nations to solve the relief needs of the 35 countries invaded by Axis powers in 

World War II . 

Many social workers contribute to relief efforts in Europe and China through 

the UNRRA. 

The United Nations is founded with 51 nations as members of the General 

Assembly. 

The World Health Organization(WHO)is established at the request of Brazil at 

the founding convention of the UN. 

UNICEF is founded. 

The UN adopts the Universal Declaration of Human Rights. 

First United Nations Survey of Social Work Education is published, authored by 

Katherine Kendall. 

Social work and other social sciences are abolished as fields of study in the 
People's Republic of China. 

Second UN Survey of Social Work Education is published. 

 Training for Social Work: Third International Survey is published by the UN. 

 A landmark study, it explored the nature of social work and was authored by
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EileenYounghusband.

Healy,LynneM.(2001)InternationalSocialWorkの 年 表 に 一 部 加 筆 を し て 本 稿 に 掲 載

1国 際社 会事 業 会 議(lnternationalConferenceofSocialWork,ICSW)は1856年 の ヨー ロ

ッパ 会 議 を 社 会 事 業/ソ ー シ ャ ル ワ ー ク教 育 の 国 際 会 議 の 起 点 と見 な す 。 ナ チ 政 権 樹

立 時 のICSW会 長AliceG.Masarykova(チ ェ コス ロ ヴ ァキ ア赤 十 字 会 長,プ ラ ハ 在 住)

も、1933年 の 第3回 大 会 の 準 備 段 階 か ら こ れ を 強 調 。1936年 第3回ICSWロ ン ドン会

議 開 催 で も 、 ナ チ 高 官 の 報 告 と エ ル サ レ ム か ら の 報 告 者 と の 調 整 に 苦 慮 。 な お

ICSW公 式 会 議 で は ザ ロモ ンは す で に 門外 漢 の 位 置 に あ る こ とが 、 第3回 会 議 記 録 か

らは読 み取 れ る 。

21CSW創 設 の 呼 び か け 人 は 国際 赤 十 字 顧 問で あ っ た ベ ル ギ ー のR.サ ン ド(Sand,Rene)。

3ロ ン ドンの トイ ン ビー ・ホー ル訪 問 で 、 ア ダム ズ は シカ ゴに ハ ル ・ハ ウス を建 て る。

ザ ロモ ンの 女 性 労 働 者 ホ ー ム も1894年 の ロ ン ドン訪 問 が 契 機iと さ れ る 。 た だ し ドイ

ツの セ ツ ル メ ン ト運動 は 英 米 圏 と比 べ て規 模 も小 さ く、 ザ ロ モ ンが 関 わ るセ ツ ル メ

ン トも短 命 。

4当 初 は1年 コー ス。

51909年 、 ザ ロ モ ン は カ ナ ダ で 開 催 さ れ た 国 際 女 性 連 合(lnternationalCouncilof

Women,ICW)に 出 席 、 同 時 に ア メ リカ も初 訪 問 、 ア ダム ズ に も会 う。

6戦 後 日本 の 社 会 福 祉 界 で 、 国 際 ソ ー シ ャル ワー ク教 育 情 報 の 重 要 性 を真 っ 先 に認 識

す る の が 大 阪 市 立 大 学 岡村 重 夫 で、ザ ロモ ンへ の 関 心 も こ こ に発 す る と考 え て よ い。

古 典 邦 訳 の 社 会 福 祉 学 双 書 に ザ ロモ ン の代 表 テ キ ス トを選 定 、 岡村 監 修 で1972年 、

『社 会 福 祉 事 業 入 門』(岩 崎 学 術 出版 社)を 刊 行 。 岡村 は 山 口 正 の 部 下 の 池 川 清 と の親

交 に よ っ て 、 戦 前 日本 の 社 会 事 業 が ザ ロ モ ンに 寄 せ た 関 心 ・内 実 を 熟 知 。 池 川 は

1936年 第3回ICSW大 会で ロ ン ドンで ザ ロ モ ン と対 談 。 そ の 前 に文 通 を重 ね る。

71942年 に亡 命 先 の ア メ リ カ で 、 ザ ロ モ ン最 晩 年 の 著 述 と推 測 さ れ る 「母 の 革 命

(TheRevolutionoftheMother)」 を 英 語 で 執 筆 。 ヒ トラ ー ム ッ ソ リー 二 ・ス タ ー リ

ン を批 判 し、 第1次 世 界 大 戦 下 で の ア ダム ズ を模 倣 す る か の ご と く、 女 性 の 連 帯 之

平 和 主 義 を提 唱(Salomon[2004]239-245)。


